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表１　地域医療構想の内容

表２　病床機能報告制度における病床機能の定義
病床機能の名称 病床機能の内容

高度急性期機能
○急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、診療密度が
特に高い医療を提供する機能

急性期機能
○急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、医療を提供
する機能

○急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリ
テーションを提供する機能

○特に、急性期を経過した脳血管疾患や大腿骨頚部骨折等の患者
に対し、ADLの向上や在宅復帰を目的としたリハビリテーション
を集中的に提供する機能（回復期リハビリテーション機能）

○長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能

○長期にわたり療養が必要な重度の障害者（重度の意識障害者を
含む）、筋ジストロフィー患者又は難病患者等を入院させる機能

回復期機能

慢性期機能
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１　

２
０
２
５
年
問
題
と
は

日
本
で
は
急
速
に
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。い
わ
ゆ
る「
団

塊
の
世
代
」
が
す
べ
て
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
全
国

で
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
、
５

人
に
１
人
が
75
歳
以
上
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
が
進

む
こ
と
で
、
慢
性
疾
患
や
複
数
の

疾
病
を
抱
え
る
患
者
が
増
え
る
と

と
も
に
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人

も
増
え
る
た
め
、
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
が
立
ち
い

か
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
５

年
問
題
」
で
あ
る
。

人
口
構
造
が
変
化
し
て
い
く

中
で
も
、
医
療
保
険
制
度
や
介
護

保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
給
付
と

負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
つ

つ
、
持
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
限
ら
れ
た
社
会
資
源
を

効
率
的
、
効
果
的
に
活
用
し
、
適

切
な
医
療
や
介
護
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く

た
め
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

２　

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

①
位
置
づ
け

国
は
「
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改

革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
措
置
と
し
て
、
効
率
的
か
つ

質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
通

じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る

た
め
に
、
医
療
法
、
介
護
保
険
法

等
の
関
係
法
律
を
整
備
し
た
。

医
療
分
野
に
お
い
て
は
、
平

成
26
年
６
月
に
成
立
し
た
「
地
域

に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
医
療
法
が
改
正
さ

れ
、
各
都
道
府
県
は
地
域
の
医
療

提
供
体
制
の
目
指
す
べ
き
姿
で
あ

る
「
地
域
医
療
構
想
」
を
医
療
計

画
の
一
部
と
し
て
新
た
に
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
齢
化
の
ス

ピ
ー
ド
や
医
療
資
源
の
配
置
状
況

は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

地
域
ご
と
に
将
来
の
医
療
需
要
を

推
計
し
、
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
医
療
機
能

の
分
化
と
連
携
を
推
進
す
る
。
そ

の
た
め
に
、
都
道
府
県
は
診
療
に

関
す
る
学
識
経
験
者
や
医
療
関
係

者
、
医
療
保
険
者
等
と
の
協
議
の

場
で
あ
る
「
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
」
を
設
け
、
地
域
医
療
構
想

の
達
成
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

②
記
載
さ
れ
る
項
目

地
域
医
療
構
想
に
は
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
表
１

の
項
目
が
記
載
さ
れ
る
。

③
４
つ
の
病
床
機
能

医
療
法
第
７
条
で
は
、
病
床

の
種
別
を
入
院
対
象
と
す
る
患
者

の
疾
患
等
に
合
わ
せ
て
、
精
神
病

床
、
結
核
病
床
、
感
染
症
病
床
、

一
般
病
床
、
療
養
病
床
の
５
種
類

に
区
分
し
て
い
る
。
地
域
医
療
構

想
で
は
、こ
れ
ら
の
病
床
の
う
ち
、

一
般
病
床
と
療
養
病
床
を
高
度
急

性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性

期
の
４
つ
の
病
床
機
能
に
分
け
る

（
表
２
）。
機
能
ご
と
に
現
状
の
病

床
数
と
将
来
の
必
要
量
と
を
比
較

し
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
病
床
機

能
の
拡
充
、
あ
る
い
は
過
剰
な
病

床
機
能
の
削
減
と
い
っ
た
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
効

率
的
な
医
療
提
供
体
制
を
確
立
す

髙橋　幸男
医療局医療政策課担当係長

１　２０２５年の医療需要と病床の必要量
　・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の４機能ごとに
    医療需要と病床の必要量を推計
　・在宅医療等の医療需要を推計
　・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で推計

２　目指すべき医療提供体制を実現するための施策
　（例）医療機能の分化・連携を進めるための施設整備、
　　　　在宅医療等の充実、医療従事者の確保・養成等
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別
ご
と
の
入
院
受
療
率
）
が
平
成

37
年
（
２
０
２
５
年
）
も
変
わ
ら

な
い
も
の
と
仮
定
し
て
、
病
床
機

能
ご
と
に
患
者
数
を
推
計
し
て
い

る
。
こ
の
患
者
数
を
病
床
機
能
ご

と
に
定
め
ら
れ
た
病
床
稼
働
率
で

割
り
返
し
て
、
病
床
数
を
推
計
し

て
い
る
。

⑥
在
宅
医
療
等
の
必
要
量
の
推
計

方
法訪

問
診
療
医
や
訪
問
看
護
師

な
ど
が
、
通
院
が
難
し
い
人
の
自

宅
や
施
設
を
訪
問
し
て
診
療
を
行

う
こ
と
を
在
宅
医
療
と
い
う
。
地

域
医
療
構
想
で
は
、
現
時
点
で
訪

問
診
療
を
受
け
て
い
る
患
者
数
や

介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
数

の
ほ
か
、
病
床
機
能
の
分
化
・
連

携
が
進
む
こ
と
で
、
療
養
病
床
や

一
般
病
床
に
入
院
し
て
い
る
患
者

の
う
ち
一
定
数
は
在
宅
医
療
に
移

行
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
、
在
宅

医
療
等
の
対
象
患
者
数
と
し
て
算

出
し
て
い
る
。

３　

神
奈
川
県
地
域
医
療
構
想
に

つ
い
て

①
策
定
体
制

神
奈
川
県
で
は
、
平
成
27
年

７
〜
８
月
に
横
浜
を
含
む
９
つ
の

圏
域
（
図
１
）
で
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
を
設
置
し
、
地
域
医
療

構
想
の
策
定
と
そ
の
実
現
に
向
け

た
協
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

横
浜
地
域
の
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
は
、
横
浜
市
医
師
会
、
歯
科

医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
病
院
協

会
、
医
療
保
険
者
、
横
浜
市
立
大

学
等
の
代
表
の
他
、
横
浜
市
医
療

局
、
健
康
福
祉
局
、
政
策
局
の
職

員
も
参
加
し
て
い
る
。
医
療
需
要

の
推
計
に
加
え
、
現
状
の
医
療
・

介
護
資
源
、
患
者
の
流
出
入
の
状

況
と
い
っ
た
地
域
特
性
の
デ
ー
タ

分
析
等
を
行
い
な
が
ら
素
案
を
ま

と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

よ
る
意
見
募
集
を
経
て
、
平
成
28

年
10
月
に
地
域
医
療
構
想
を
策
定

し
た
。

②
基
本
方
針

神
奈
川
県
で
は
、
地
域
医
療

構
想
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
市
町
村
や
関
係
団
体
、
県
民

等
と
連
携
し
て
、
以
下
の
事
項
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑴
将
来
に
お
い
て
不
足
す
る
病
床

機
能
の
確
保
及
び
連
携
体
制
の
構

築⑵
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
向
け
た
在
宅
医
療
の
充
実

⑶
将
来
の
医
療
提
供
体
制
を
支
え

る
医
療
従
事
者
の
確
保
・
養
成

③
横
浜
市
の
地
域
医
療
構
想

⑴
人
口

る
た
め
に
は
、
病
床
数
の
確
保
だ

け
で
な
く
、
病
床
機
能
ご
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。

④
病
床
機
能
報
告

平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

病
床
機
能
報
告
制
度
は
、
医
療
法

第
30
条
の
13
に
基
づ
き
、
医
療
機

関
が
、
一
般
病
床
及
び
療
養
病
床

に
お
い
て
担
っ
て
い
る
病
床
機
能

の
現
状
と
今
後
の
方
向
に
つ
い

て
、
表
２
に
し
た
が
っ
て
病
棟
単

位
で
４
区
分
か
ら
１
つ
を
選
択

し
、
構
造
設
備
や
人
員
配
置
な
ど

の
具
体
的
な
報
告
事
項
と
合
わ
せ

て
国
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

都
道
府
県
は
各
医
療
機
関
か
ら
報

告
さ
れ
た
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
。
病
床
機
能
の

転
換
な
ど
地
域
医
療
構
想
の
実
現

に
向
け
た
各
医
療
機
関
の
自
主
的

な
取
組
が
進
む
よ
う
促
す
と
と
も

に
、
患
者
が
自
分
に
合
っ
た
適
切

な
医
療
機
関
を
受
診
し
、
地
域
の

医
師
が
患
者
を
適
切
な
医
療
機
関

へ
紹
介
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整

備
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と

な
っ
て
い
る
。

⑤
必
要
病
床
数
の
推
計

平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年

度
）
の
人
口
10
万
人
に
占
め
る
入

院
患
者
の
割
合
（
５
歳
ご
と
、
性

図１　神奈川県の構想区域
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
「
日
本
の
地
域
別
将
来
人

口
推
計
」（
平
成
25
年
３
月
推
計
）

に
よ
る
と
、
市
の
総
人
口
は
こ
れ

か
ら
減
少
に
転
じ
る
が
、
75
歳
以

上
の
人
口
は
、２
０
２
５
年
に
は
、

２
０
１
０
年
の
１
・
８
９
倍
に
、

２
０
４
０
年
に
は
２
・
０
９
倍
に

増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
（
図

２
）。

⑵
構
想
区
域
の
設
定

地
域
医
療
構
想
で
は
構
想
区

域
を
単
位
と
し
て
、
将
来
の
医
療

提
供
体
制
を
一
体
的
に
考
え
る
。

一
般
病
床
及
び
療
養
病
床
の
入
院

医
療
を
提
供
す
る
一
体
の
区
域
を

「
二
次
医
療
圏
」
と
い
う
が
、
構

想
区
域
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

現
行
の
二
次
医
療
圏
を
原
則
と
し

つ
つ
、
人
口
規
模
、
患
者
の
受
療

動
向
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
基
幹

病
院
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
変

化
な
ど
を
勘
案
し
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
は
横
浜
北
部
、
横
浜
西

部
、
横
浜
南
部
の
３
つ
の
二
次
医

療
圏
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
市
内

は
交
通
の
便
が
よ
く
、
現
状
に
お

い
て
二
次
医
療
圏
を
超
え
た
市
域

内
の
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

可
能
で
あ
り
、
将
来
も
市
域
内
で

患
者
の
流
出
入
が
相
当
の
割
合
で

生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
、
二
次
医
療
圏
内
で
完
結
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
医
療
機
能
が
既

に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
市
域
で

１
つ
で
あ
る
老
人
福
祉
圏
域
と
の

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
を
踏
ま
え
、
構
想
区
域
は
市

内
３
つ
の
二
次
医
療
圏
を
合
わ
せ

て
１
つ
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
よ
り
も
柔
軟
で

き
め
細
か
い
病
床
整
備
が
可
能
と

な
る
。

⑶
平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）
の

病
床
数
の
必
要
量

人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割

合
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
手
術

だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
リ
ハ
ビ

リ
も
必
要
と
な
る
患
者
が
増
え

る
。厚

生
労
働
省
の
必
要
病
床
数

等
推
計
ツ
ー
ル
に
よ
る
と
、
表
３

の
と
お
り
、
横
浜
市
の
病
床
数

は
、
高
度
急
性
期
は
将
来
も
充
足

が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
回
復

期
と
慢
性
期
は
不
足
が
見
込
ま

れ
、
特
に
回
復
期
は
大
幅
に
不
足

す
る
。
２
０
２
５
年
に
は
市
全
体

で
約
７
千
床
の
不
足
と
な
る
。
ま

た
、
そ
の
後
も
高
齢
者
人
口
は
増

加
し
て
い
く
の
で
、
入
院
医
療
需

要
は
２
０
４
０
年
ま
で
増
え
続
け

る
（
図
３
）。

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
市
立

病
院
や
市
立
大
学
病
院
の
他
、
郊

外
部
の
人
口
増
加
に
あ
わ
せ
て
、

市
内
６
方
面
別
に
民
間
に
よ
る
建

設
・
運
営
を
基
本
と
し
た
高
度
な

医
療
機
能
を
有
す
る
地
域
中
核
病

院
を
誘
致
し
、
高
度
医
療
や
救
急

医
療
を
提
供
す
る
機
能
の
整
備
を

図
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
既
存
の

医
療
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
高

度
急
性
期
及
び
急
性
期
か
ら
在
宅

ま
で
、
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
適

切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
体

制
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

⑷
平
成
37
年
（
２
０
２
５
年
）
の

在
宅
医
療
等
の
必
要
量

図
４
の
と
お
り
、
２
０
２
５

年
に
は
在
宅
医
療
等
の
対
象
患
者

数
は
２
０
１
３
年
と
比
べ
て
約

１
・
８
倍
に
増
加
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
入
院
医
療
需
要
と
同

様
に
、
２
０
４
０
年
ま
で
増
え
続

け
る
見
込
み
で
あ
る
。
疾
病
構

造
の
変
化
に
よ
り
、「
治
す
医
療
」

か
ら
「
治
し
支
え
る
医
療
」
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
病
気

に
な
っ
て
も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・

介
護
が
連
携
し
て
、
在
宅
生
活
を

支
え
る
体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４　

今
後
の
展
望

①
病
床
機
能
の
確
保

本
市
の
こ
れ
ま
で
の
病
床
整

備
は
、
３
つ
の
二
次
医
療
圏
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
基
準
病
床
数
に
基

づ
い
て
行
っ
て
き
た
が
、
地
域
医

療
構
想
で
は
市
で
１
つ
の
構
想
区

域
と
し
た
た
め
、
平
成
30
年
度
か

ら
始
ま
る
次
期
医
療
計
画
で
は
新

た
な
病
床
整
備
方
針
が
必
要
と
な

る
。

（単位：床）
2015年の
病床機能

報告

2025年の
必要病床

数
差引

高度急性期 5,782 4,187 1,595
急性期 10,133 10,687 △ 554
回復期 2,057 8,883 △ 6,826
慢性期 4,448 6,398 △ 1,950
未選択等 287 －
合計 22,707 30,155 △ 7,448
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図２　横浜の年齢区分別人口の推移

表３　病床数の必要量

図３　横浜の入院医療需要の病床機能別推計

図４　横浜の在宅医療等の医療需要の将来推計



と
も
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

２
０
２
５
年
ま
で
、
残
り
８

年
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
高
齢
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
私
た
ち

一
人
一
人
が
正
し
い
情
報
の
収
集

に
努
め
、当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
横
浜
の
医
療
と
介
護

を
考
え
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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市
域
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
病
床

を
整
備
す
る
た
め
に
、
地
域
医
療

構
想
の
策
定
時
に
国
か
ら
県
へ
提

供
さ
れ
た
各
種
デ
ー
タ
に
加
え
、

市
内
の
医
療
需
要
分
布
に
つ
い
て

の
分
析
の
他
、
市
立
病
院
・
市
立

大
学
病
院
・
地
域
中
核
病
院
等
と

連
携
で
き
る
病
院
の
整
備
に
つ
い

て
、
調
査
・
検
討
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
向
け
た
在
宅
医
療
の
充
実

入
院
患
者
だ
け
で
な
く
、
在

宅
医
療
等
の
対
象
患
者
も
大
幅
に

増
加
す
る
。
単
身
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
も
多
く
な
る
。
厚

生
労
働
省
が
２
０
１
６
年
に
実
施

し
た
「
高
齢
社
会
に
関
す
る
意
識

調
査
」
で
は
、
高
齢
期
に
生
活
し

た
い
場
所
は「
自
宅
」が
72
・２
％

で
最
も
多
い
。
人
生
の
最
終
段
階

ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
療
養
す

る
た
め
に
は
、
在
宅
医
療
と
介
護

が
切
れ
目
な
く
、
効
率
的
に
提
供

さ
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
本
市
は
横
浜
市
医
師
会
と

協
働
で
在
宅
医
療
と
介
護
の
橋
渡

し
を
行
う「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
」

を
18
区
で
運
営
し
、
相
談
支
援
業

務
や
在
宅
医
療
を
担
う
医
師
の
育

成
、
多
職
種
連
携
・
事
例
検
討
会
、

市
民
啓
発
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
在
宅
で
受
け
ら
れ
る
医
療
や

介
護
、
在
宅
で
の
看
取
り
や
そ
れ

を
支
え
る
職
種
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
も
、
市
民
に
適
切
に
伝
え
て

い
く
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
医
療

の
質
向
上
と
効
率
化
の
た
め
に
、

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活

用
し
た
医
療
・
介
護
関
係
者
間
で

の
患
者
情
報
の
共
有
等
に
よ
る
地

域
医
療
連
携
の
推
進
を
支
援
す

る
。

③
医
療
従
事
者
の
確
保
・
育
成

将
来
の
医
療
需
要
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関

の
施
設
整
備
や
連
携
体
制
の
構
築

だ
け
で
な
く
、
医
療
従
事
者
を
確

保
・
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
在

宅
医
療
を
含
む
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
で
重
要
な
役
割
が
期
待
さ

れ
る
総
合
診
療
医
の
育
成
、
潜
在

看
護
師
の
再
就
職
の
推
進
等
に
つ

い
て
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
県

と
協
力
し
て
必
要
な
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

④
市
民
の
適
切
な
受
療
行
動
の
促

進
に
向
け
た
普
及
啓
発

地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
は
、

限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
、

県
、
市
、
医
療
機
関
等
に
よ
る
取

組
だ
け
で
な
く
、
患
者
や
家
族
、

市
民
の
理
解
も
不
可
欠
で
あ
る
。

本
市
で
も
県
や
関
係
団
体
と
の
協

働
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
・
か

か
り
つ
け
歯
科
医
・
か
か
り
つ
け

薬
剤
師
の
普
及
や
、
病
院
や
病
床

の
機
能
や
役
割
、
救
急
の
か
か
り

方
な
ど
医
療
に
関
す
る
啓
発
・
情

報
発
信
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
広
報
よ
こ
は
ま

12
月
号
に
特
集
記
事
を
掲
載
し
た

他
、
医
療
機
関
の
職
員
を
対
象
と

し
た
地
域
医
療
構
想
普
及
啓
発
セ

ミ
ナ
ー
を
12
月
１
日
に
開
催
し
、

市
民
向
け
の
地
域
医
療
構
想
講
演

会
を
１
月
29
日
に
開
催
し
た
。
さ

ら
に
、
医
療
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
も
、
横
浜

の
医
療
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

発
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

＃
７
１
１
９
で
は
、
急
な
病
気
や

け
が
で
受
診
の
相
談
を
し
た
い
と

き
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
看

護
師
等
が
緊
急
性
や
受
診
の
必
要

性
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
そ
の
と

き
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
案
内

も
実
施
し
て
い
る
。

⑤
よ
こ
は
ま
保
健
医
療
プ
ラ
ン
の

策
定平

成
29
年
度
に
は
、
本
市
の

保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
施
策

を
総
合
的
に
体
系
づ
け
た
中
期

的
計
画
で
あ
る
「
よ
こ
は
ま
保

健
医
療
プ
ラ
ン
」（
２
０
１
８
〜

２
０
２
３
）
を
策
定
す
る
。
プ
ラ

ン
策
定
検
討
部
会
を
設
置
し
、
市

民
意
識
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
、
特
に
不

足
す
る
回
復
期
、
慢
性
期
機
能
を

有
す
る
病
床
の
確
保
に
向
け
た
具

体
策
に
つ
い
て
、
示
す
こ
と
に
な

る
。「
神
奈
川
県
保
健
医
療
計
画
」

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
同
時
改
訂
と

な
る
「
横
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
指
導
計

画
」、「
横
浜
市
中
期
４
か
年
計
画
」

横浜市医療局公式Facebook 
 
横浜市の医療に関するイベント情報等を 
発信しています。 
パソコンやスマートフォン等でご覧ください。 

https://www.facebook.com/city.yokohama.iryo 

図５　よこはま保健医療プラン策定スケジュール




